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17&18事業部
インタビュー

special feature

新設事業部の若きリーダーにお話を伺いました！

67期から新たに2つの事業部が立ち上がりました。各事業部とも市場の
開拓や新しい切り口の商品開発を見据えて日々奮闘されています。
今回は新たに事業部長になられた牛島さんと宋さんに今の心境や豊
富、事業部の今後の展望について語っていただきました！

17th Q1.今の心境は？
不安もありますが、任せて頂いた責任とこれを機に成長するチャンス
なので前向きに取り組み、実績残す！
自然素材からファブリックへ異動して試行錯誤の毎日です。どうした
らみんなが楽しく仕事できるか考えています。

Q2.今後の抱負
イケヒコとして新規の仕事を作っていく事は重要。そのモデルケース
となる部門にしていきます。ゼロからイチを作り、仲間を増やし、先輩
方の事業部のように大きくしていきたいです！

Q3.事業について
既存のお客様のペット、アウトドアに切り込んでいきます。
一方で専門店も多数ある業界なのでそちらのお客様とも一緒に取り
組みをしていきたい。似た様な商品多いので、い草を活用してイケヒ
コらしさを出たものづくりを進めて、業界に変化もたらす商品作りし
ていきたい。

Q4.どんな事業部にしていきたいですか？
楽しく働きながらも業績に対して責任を果たしていくチームにしてい
きます！

Q5.マイブーム
サッカー観戦。年５、６回はサガン鳥栖の応援に
行っています！最近はキャンプやアウトドアの
勉強も始めました。

Q6.最近買って良かったもの
アップルウォッチ。すごく便利です（笑）
まだ機能を全然使っていないのでこれから使いこな
していきたいです。

Q7.座右の銘
失敗は成功のもと

Q8.最後に一言
まずやるべき事は新たな売上作り、
そのためにも皆さんの力が必要ですので
協力していただける様に頑張っていきます！

第17事業部
牛島 正博

第18事業部
宋 清紅

Q1.今の心境は？
大変です笑
以前より一層責任感が強くなったと思います。自分だけでなくメンバ
ーを見守る責任があるので、業務を行う時、メンバーにとってこれで
いいか？考えるようになりました。

Q2.今後の抱負
まずは業績をしっかり作る。中国人が2人揃っている事業部なので、
最大限価値を発揮し、盛り上げていきたい。
どうしたらみんなの業務を軽減しつつ、楽しく仕事できるかを考え、
新しいことを学び、チャレンジできる環境作りをしていきます。

Q3.事業について
最近ではポケットこたつが売れています。
ポケットこたつの様に用途面と便利性にこだわった商品を作ってい
きます。たくさんのお客様にこれがあって良かったと言っていただき
喜んでもらえる様な商品作りをしていきたい！
またこたつはシーズン性の強い商品なので業務を平準化していきた
いです。１〜３月の晩期の売り上げ増やして年間のバランスをよくして
いく取り組みを進めます。

Q4.どんな事業部にしていきたいですか？
現在メンバーは4人しかいないので4人の力を合わせていく。
効率上げロス減らして少数精鋭のチーム作りをしていきたい。
作業量、在庫管理など課題も色々あるのでひとつひとつ見直しなが
ら解決していきます。

Q5.マイブーム
最近健康のために週1回、10キロランニングを
始めました！縄跳びも続けています。
体重が増えると辛いので健康を意識しています。

Q6.最近買って良かったもの
キャンプ用品キャンプのテント。
週末はデイキャンプでBBQしています。

Q7.座右の銘
結果は相次ぎ、頑張ってみないと結果が分からない

Q8.最後に一言
これからですので応援よろしくお願いします！

18th
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「TOKAIグローカルフェスタ2023」で大学生のみなさんと
ワークショップをコラボ出店いたしました

10月14日(土)、東海大学のイベント「TOKAIグローカルフェスタ2023」でエシカル消費論を学ぶ岩本ゼミの学生のみなさんとい草のワーク
ショップを出店させていただきました。

「TOKAIグローカルフェスタ2023」は地域の方々との交流を目的に、地域と連携して大学を市民に開放するオープンキャンパス型のイベン
トです。気持ちよい風が吹く秋空の下、多くの方々がご来場されていました。

このイベントでは、「持続可能なライフスタイルを考えよう」と題し、い草クイズと実験、い草枕作り、い草サシェ作り、オンライン畳ヨガ体験、
商品紹介と販売など、い草について「学ぶ」「感じる」「作る」というコンテンツをご用意。
参加される方に楽しんでもらえるように、学生のみなさんとチラシ作成から設営、実施まで様々な工夫を凝らしました。い草のクイズや消臭
実験、枕作りや商品紹介など、役割分担しながら実施しました。

「このい草の香りはどれくらい続くの？」「い草枕のお手入れはどうしたらいい？」
このようなお客様からの質問にも、学生のみなさんは事前に学んだことを活かして一生懸命こたえてくれていました。い草の良さを自分た
ちの言葉で伝えながら、お客様との会話がたくさん生まれていました。
畳ヨガ体験では、橋口ひとみ先生が糸島の海辺からヨガ体験をLIVE配信。湘南キャンパスに、福岡糸島からの波音が聞こえる素敵なヨガ
教室になりました。橋口先生は、心と体を整えるヨガを実施しながら、

「自分自身を大切にすること」
「自分の体にとってもまた環境にとっても良いもの、をできるだけ選ぶこと」

など持続可能なライフスタイルにつながるヒントを伝えていただきました。
今回のイベントは、東海大の岩本先生とゼミ生のみなさん、ヨガ講師の橋口ひとみ先生と、みなさんのつながりとご協力で作り上げた貴重
なイベントとなりました。
私たちだけではできなかった、「い草を取り入れた持続可能なライフスタイル」をご提案するができたような気がします。
ご参加いただいたみなさま、本当にありがとうございました。

今月のTopics
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大木町立 大莞小学校2年生のみなさんが生活科見学で
ご来社されました

2023年10月20日（金）、福岡県大木町立 小学校2年生のみな
さんが生活科の町探検において、イケヒコ見学にご来社され
ました。

ご来社いただくとまず、声を揃えて大きな声で「今日はよろし
くお願いします」と挨拶をしてくれたのが印象的でした。
い草のインテリア商品が並ぶイケヒコのショールームをご案
内すると、実際に商品に触れてラグを「気持ちいい～」となで
たり、最高級のい草ラグの価格を聞いて驚いた様子でした。

ショールームをご見学いただき会社のことを紹介。小学生の
みなさんからも、 

「い草やゴザ以外に商品はありますか？」
「何人くらいの人が働いていますか？」
「仕事をしていて嬉しいのはどんなときですか？」
「毎日バイヤーさんは何人くらい来ますか？」

など、多くの質問をいただきながらご説明しました。
地元特産品である「い草」と「畳」について多くのことを学んだ
小学生のみなさん。好奇心旺盛に学ぶ姿に、私たちも元気を
いただきました。

大莞小学校のみなさん、ありがとうございました！
織機の見学ではみなさん真剣に耳を
傾けていらっしゃいました

今月のTopics

新メニュー！「ブリの味噌マヨ焼き」

 今月の一押しランチは、新メニューの
「ブリの味噌マヨ焼き」をご紹介します！
ブリは成長に伴い、ハマチ、メジロと名前
が変わるため出世魚とも呼ばれています。
他にも、イナダ、ワラサ、フクラギなど地域
によって呼び方は様々あるそうです。一人
暮らしの身としてはなかなか魚を食べな
いので、食堂で食べられるのはありがたい
です！来月のメニューもお楽しみに！

今月の一押し

ランチ

味噌マヨと相性抜群でご飯も進む一品です！
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わたしのしごと

わたしのあゆみ

わたしの生い立ち

イケヒコで働く仲間に、入社したきっかけやふだん仕事をしながら考えていること、
これからやりたいことについて聞いてみました。

今回の「わたしのしごと」は、システム課のK. H.さんをご紹介します！
今年の1月に入社され、システム課に配属。主にイケヒコのインフラ整
備をご担当されています。入社してからこれまでのことや普段の業務に
関して聞いてみました！

入社してから10ケ月ほど経ちましたが、今が大変ですね。丁度ネットワ
ークとサーバーの更新、入れ替えをしていますが、前任の方が担当され
ていた仕事が私に回ってきた形なので、今が一番大変かなと思います。
もう少し、来年3月～4月頃には一通り完了するので落ち着くかなとい
うところです。

システムと言っても、業務内容は多岐にわたります。分け方によって様
々ですが、例えば運用と開発、在庫管理は運用サポートの部分になり、
ネットワークの切り替え、サーバーの入れ替えとなると、インフラ設備になります。あとは、雑な言い方ですが、システムプログラムを作ったり、
業務内容をプログラム化していくことは、システム構築、開発になります。
その中でもインフラ設備を担当していて、業者さんとやり取りすることが多いです。ネットワークであれば、配線を這わせる業者さん、そのため
の設計図をつくるSEさんの会社とのやり取りですね。あと、社内向けの案内です。「いつからいつまで、どこで工事するので、ご不便おかけしま
す」といった折衝、調整がどちらかというと私の仕事になります。
システムエンジニアというと、バリバリパソコンを使っているイメージが強いと思いますが、意外と色々なところとの調整が多い業種ではあり
ますね。

基本的に皆さん業務があるので、その障害にならないように、というのを第一に考えています。パソコンが使えなくなったら、仕事ができなくな
り、クレームが上がってくるので、平日にパソコン業務を止めない。ネットワークに関しても繋がらなかったら、iknasやshare pointに繋がらな
いという話になるので、そういう障害は起こさないとか、配慮しています。
それから、折衝する中で、専門的な話が出てくるので、自分から情報を集めに行ったり。新しい情報、技術が出てくるので、こういう所でこうい
う技術使えばアピールできるよねとか、そういう所は気を付けています。
今後の目標は、第一に各インフラの更新を終わらせることです。あとは、社員皆さんが働きやすい環境、パソコンを使う業務とかで、便利な環
境づくりに取り組んでいきたいと思っています。それが本来当たり前の状況ではあるので、あたりまえが常に保てるように頑張ります！

1996年4月
清掃関連商品のレンタル・販売会社へ入社
物流センターに配属　九州全域の商品管理・在庫管理業務を担当

2001年4月　情報系専門学校入学

2004年4月　システム会社に入社
カスタマーエンジニアとしてシステム導入・運用・保守業務を担当

2007年10月　システム開発会社へ転職
システムエンジニアとしてシステム設計・開発を担当

2015年　人材派遣会社へ転職
システム部門の責任者として
社内の全システムの導入・運用・保守業務を担当

2023年1月　イケヒコ・コーポレーション入社
経営管理部システム課配属

出身：福岡県久留米市

入社年月：2023年1月

入社動機：
地元での就職希望で、久留米市近辺の転職先を探してい
たところ、イケヒコを見つけて応募。あっという間に内定
をいただいた次第です。

趣味：おいしいお店を探すこと、寝ること、スポーツ全般

ひとこと：
まだまだ入社1年目の新人なのでわからないことも多く、
ご迷惑をおかけすることもあると思いますが、社員みんな
が働きやすいシステム環境づくりを目指して頑張って行き
ますので、宜しくお願いします。

経営管理部 システム課♯7 K. H. さん 「当たり前をつくり、保つ」

（軽く体を動かす程度）


